
静岡市倫理法人会

『ママ起業、わたしの方法』

４月２日　園田 正世 氏　 ４月２３日　安田　厚士 氏

モーニングセミナー　ピックアップ

倫理経営講演会のお知らせ

倫理実践・体験報告

配布責任者　三浦 健二郎

静岡発女性起業家として日経WOMANにも載った北極しろくま
堂有限会社の園田正世代表取締役。小学5年生で他県の水
泳の強豪校に転入、高卒でトヨタに就職するなど、2000年に起
業するまで自分で考え必然性のある選択をする生き方をして
きました。抱っこ紐のネット販売で大ブレークするも、詐欺まが
いの憂き目にも遭います。ならば、だっことおんぶの研究で第
一人者になるのだと、東大大学院博士課程に進み研究に励
む傍ら、古民家を利用した事業再構築に挑戦しています。

私の会社の若い社員さんがいきなり退職届を出しました。私にとっては正に寝耳に水の事でした。仕事を
教え、資格も取らせ、さあこれからという時のことでしたので、残念というよりも怒りの方が勝る状態でした
が、私自身を反省する良い機会ともなりました。それは「社員さんの話や希望を聞いているつもりだったの
だが、それは大きな錯覚で、実際は私が殆ど話していたのだ」ということでした。様々な感情が交錯する中
「得るは捨つるにあり」の言葉を思い出し、失うことに焦点を当てるのではなく、その若い社員さんをいかに
気持ち良く送り出すことが出来るかに注力してみました。すると、後日、以前に退社したベテランの社員さ
んから「ここの会社でもう一度働かせて欲しい！」との申し出がありました。もちろん、OKを出しました。そ
の人は自分のやり方を押し切ることで他の社員と軋轢が生じて退社した経緯があり、最初は心配しました
が、今はまるで別人のように素直になって輪に溶け込む姿勢で働いてくれています。「得るは捨つるにあり」
「気持ちよく出せば気持ちよく入る」そういった栞の一文を思い出させる出来事でした。（幹事　飯塚修）

『人生の指針は倫理』
倫理法人会で学ぶ母親を見て育ち、40歳の時に自分も学びた
いと思い入会した安田厚士法人スーパーバイザー。17歳の時
に父親が失踪・自殺し、以来23年間恨む気持ちしか残らなかっ
たと話します。しかし富士研に参加し「恩の遡源」で父に愛され
ていた事に気付きます。入会2年後に母が死去。生前の思い
は「息子が倫理を学んで実践する経営者になること」。やっと
母親孝行出来ると思った矢先の出来事でした。両親の死は子
供にとって最高のタイミングでやってくる、と話しました。

クリーン大作戦（4/17）
今朝は小雨の中、クリーン
大作戦でした。
雨水も滴るイイ男が5人も
揃いました。（笑）
平岡さんが可愛い小物を
プレゼントしてくれるので、
私はお返しに缶ビールを
お渡ししました。（笑）
まー、色々なゴミが落ちて
ますわ。（幹事　小吹真司）

※次回は５月１５日（日）朝７：００～ホテルアソシア前です。

日時 ： 2022年5月21日 （土）　10:00～11：40　（開場9:30）

場所 ： CSA会議室6-D
参加費 ： 2,000円（事前にチケットをお求めください）
お申し込みは、静岡市倫理法人会事務局
（０９０－１９３７－７４２９）まで

第一部『朝礼実演』
　　　　実演者：株式会社パドックの皆さん

第二部『経営力を磨く』
　　　　講師：石川元章氏（法人局法人アドバイザー）


